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〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る 

悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し 

 

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態

を
調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 
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「不屈」No573付録 
埼玉版 （No401） 

 
治安維持法犠牲者 
国家賠償要求同盟    
 埼 玉 県 本 部 
〒330-0063 
さいたま市浦和区高砂 

2-3-10 黒澤ビル３B 
電話 048-824-0094 
振替 00110-7-83245 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
埼
玉
同
盟
」
が
ロ
シ
ア 

大
使
館
に
抗
議
電
を
送
る 

 

い
ま
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略 

を
糾
弾
し
、「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
即
時
撤
退
せ
よ
」
の
声
を
世
界

で
も
日
本
で
も
、
も
っ
と
も
っ
と
広
げ

声
を
あ
げ
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。「
国
賠
同
盟
」
は
、
戦
前
、
日
本

の
侵
略
戦
争
に
命
が
け
で
反
対
し
た

人
々
を
顕
彰
す
る
組
織
と
し
て
、
ロ

シ
ア
の
侵
略
行
為
に
強
い
憤
り
を
も

っ
て
糾
弾
し
先
頭
に
立
っ
て
闘
い
ま

す
。
一
方
、
こ
の
危
機
に
乗
じ
て
安

倍
晋
三
元
首
相
な
ど
が「
国
連
は
無

力
だ
」「
改
憲
す
べ
き
だ
」「
核
兵
器

を
・
・
・
」
な
ど
と
言
い
募
る
危
険
な

動
き
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
こ
そ
、
戦

争
放
棄
を
う
た
っ
た
「
日
本
国
憲

法
」
を
守
り
、
生
か
し
た
闘
い
、「
武

力
で
平
和
は
守
れ
な
い
」
の
声
を
大

い
に
上
げ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

劇
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」

完
成
！
上
映
運
動
を
す
す
め
よ
う 

 
制
作
発
表
記
者
会
見
で
桂
監
督
は
、

「
各
地
の
草
の
根
の
運
動
か
ら
激
励
と
製

作
支
援
を
受
け
て
、
い
よ
い
よ
３
月
に
完

成
の
運
び
と
な
り
ま
す
。
歴
史
的
真
実

を
リ
ア
ル
に
描
き
、
わ
か
り
や
す
く
明
快

な
表
現
の
形
象
を
心
掛
け
ま
し
た
。
千
代

子
さ
ん
の
生
涯
は
必
ず
現
代
に
共
感
と

感
動
を
呼
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
語
り
、

「
上
映
運
動
の
成
功
」
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。 

 
 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
個
人
署
名
】 (

２
３
１
筆) 

 

全
日
本
年
金
者
組
合 

上
福
岡
支
部 

 

20
筆 

 

ふ
じ
み
野 

教
組 

 
 

  
 

 
 

５
筆 

 

日
本
共
産
党 

北
部
地
区
委
員
会 

91
筆 

 
 

同 
 

 

西
南
地
区
委
員
会 

71
筆 

  

同 

さ
い
た
ま
地
区
委
員
会 

15
筆 

同 
 

東
部
南
地
区
委
員
会 

24
筆 

同 
 

 

ふ
じ
み
野
市
議
団 

 

５
筆 

【
団
体
署
名
】 

（
４
団
体
） 

全
日
本
年
金
者
組
合 

上
福
岡
支
部 

同 
 

 
 

 
 

 
  

深
谷
支
部 

日
本
共
産
党 

片
柳
東
部 

     
  

同 
 

飯
能
新
婦
人
グ
ル
ー
プ

同 
 

 
 

 
 

 
 

安
松
支
部 

署
名
合
計
（
２
月
月
末
現
在
） 

 
 

 
   

個
人
署
名 

  

１
５
９
４
筆 

 

 
 

 
   

団
体
署
名 

 
 

 
 

16
筆 

 
 

 
 

 
 

大
野 

茂
子 

  

行
田
市 

黒
崎 

 

勇 
 

 

上
尾
市 

２
月
６
日
、
増
本
中
央
本
部
会
長
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

会
長
は
死
の
直
前
ま
で「
同
盟
運
動
」の
先
頭
に
立
た
れ
、
１
月

30
日
の
中
央
本
部
三
役
会
議
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
さ

れ
、
①
「
２
０
２
０
年
代
に
治
安
維
持
法
体
制
に
決
着
を
つ
け

る
」
そ
の
た
め
に
は「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
の
力
で
、
国
会
で
の

力
関
係
を
転
換
し
、
同
盟
の「
国
は
犠
牲
者
に
謝
罪
し
、
賠
償

を
行
う
こ
と
」
な
ど
請
願
三
項
目
に
賛
成
す
る
議
員
を
多
数

に
し
、
国
会
で
請
願
を
採
択
さ
せ
る
。
②
そ
の
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
に
同
盟
を
質
・
量
と
も
に
強
大
な
も
の
に
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
、
第
一
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
６
月
の
全
国
大
会
ま
で

に
、
二
万
人
を
超
え
る
同
盟
を
確
立
す
る
。
３
月
１
日
か
ら
６

月
30
日
ま
で
を「
特
別
期
間
」
と
し
て
各
県
本
部
は
、
そ
の
自

主
目
標
を
や
り
遂
げ
る
。
と
、
心
を
込
め
て
訴
え
ま
し
た
。 

こ
の
要
請
に
応
え
て
、
埼
玉
県
本
部
は
、
２
月
３
日
の
理
事

会
で
次
の
三
点
を
確
認
し
ま
し
た
。 

⑴
県
同
盟
は
、
昨
年
「
県
総
会
」以
降
の
６
カ
月
を
連
続
拡
大
・

連
続
前
進
で
31
人
の
新
し
い
会
員
を
迎
え
ま
し
た
。 

こ
の
経 

験
か
ら
３
月
か
ら
６
月
ま
で
の
特
別
期
間
中
、
毎
月
２
桁
の
拡

大
で
全
国
大
会
ま
で
に
４
０
０
名
の
県
同
盟
を
実
現
す
る
。 

⑵
映
画
「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
の
上
映
運
動
と
一
体
的
に

会
員
拡
大
と
支
部
づ
く
り
を
進
め
て
、
現
在
５
支
部
を
10
支

部
に
倍
増
さ
せ
る
こ
と
。 

⑶
国
会
請
願
署
名
数
は
、
現
在
目
標
の
15
％
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。
目
標
は
個
人
署
名
１
万
筆
で
す
。
５
月
の
請
願
ま
で

に
、
こ
れ
を
集
め
き
っ
て
紹
介
議
員
を
増
や
す
活
動
と
併
せ

て
、
会
員
１
人
20
筆
の
運
動
を
成
功
さ
せ
ま
す
。 

 

ま
た
、
２
０
２
１
年
度
の
会
費
を
納
め
て
お
ら
れ
な
い
方
は

年
度
末
の
３
月
末
迄
に
は
納
め
て
下
さ
る
よ
う
重
ね
て
お
願

い
致
し
ま
す
。 

そ
の
他
、「
憲
法
守
れ
」
の
闘
い
や
「
戦
争
展
」
の
成
功
、
レ
ッ

ト
パ
ー
ジ
反
対
埼
玉
連
絡
会
と
の
協
力
協
同
な
ど
な
ど
当
面

の
諸
課
題
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
全
会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご

奮
闘
を
願
う
と
同
時
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
お
体
に
十
分
気
を

つ
け
て
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
私
の

訴
え
と
致
し
ま
す
。 

〝
二
万
人
の
同
盟
の
実
現
〟
に
む
け
、
故
増
本
一
彦
中
央
本
部
会
長
の
執
念
に
応
え 

「
埼
玉
同
盟
」
が
先
進
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
訴
え
る 

 
 
 

県
本
部
会
長 

矢
島 

恒
夫 

 
 
 

 

 

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

新
加
入
同
盟
員
紹
介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼
玉
、
30
カ
所
上
映
の
成
功
を 

埼
玉
県
も
県
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
取
得
し
た
21
枚
の
上
映
債

権
を
活
用
し
た「
上
映
運
動
」
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
２
月
末
現
在
、
左
記

の
５
地
域
で
日
程
も
決
ま
り
ま
し

た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
問

題
に
な
っ
て
る
時
期
だ
け
に
、
侵
略

戦
争
に
反
対
し
弾
圧
さ
れ
た
人
々
の

映
画
を
広
め
る
こ
と
は
重
要
で
す
。 

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
チ
ケ
ッ
ト
な

ど
も
出
来
ま
し
た
。
ご
活
用
を―

。 

  

短  

歌 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の
侵
略
背
筋
の
凍
る 

国
連
憲
章
無
視
は
非
常
識 

 

戦
端
を
開
け
ば
市
民
は
犠
牲
と
な
る 

 

急
迫
の
改
憲
息
の
根
止
め
ん 

川
口
市 

 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

駅
ホ
ー
ム
餌
探
し
お
り
寒
鴉 

春
日
部
市 

 

浅
子 

薫
衣 

駅
宣
に
仲
間
の
笑
顔
春
来
る 

行
田
市 

  
 

大
野 

辰
男 

コ
ロ
ナ
禍
も
戦
場
と
し
て
選
挙

い
く

さ

な
り 

さ
い
た
ま
市   

小
池  

荘
市 

川 

柳 

今
こ
そ
と
千
代
の
眼
差
し
受
け
止
め
て 

行
田
市 

  

大
野 

辰
男 

多
弁
総
理
厚
化
粧
し
て
旧
態
依
然 

川
口
市 

 
 

小
室 

 

仁
彌 

改
憲
に
は
血
眼

ち
ま
な
こ

コ
ロ
ナ
に
は
無
策 

春
日
部
市 

 

福
家 

駿
吉 

 

 

 

 

 

いよいよ 4月中旬から

上映開始―、埼玉での 

上映会を成功させよう 

 

現在、上映日程が確定した会場  
●４月23日（土）川口市ＳＫＩＰシティ  

●５月４日（水）草加市氷川コミュニティセンター  

●５月７日（土）行田市教育文化センターみらい  

●５月９日（月）埼玉会館小ホール  

●８月14日（日）狭山市民会館  

●深谷シネマで５月ごろの予定で上映調整中。 

チ
ラ
シ
、
チ
ケ
ッ
ト
（
右
）
が
出
来
ま
し
た 

埼玉会館小ホール
用チケットご活用
ください 

日
本
共
産
党
東
部
南
地
区
委
員
会
、 

 

年
末
募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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経
て
大
宮
郷
に
入
る
。
こ
こ
で
は
田
代
栄

助
ら
が
い
る
秩
父
郡
役
所
を
警
備
。 

 

三
日
、
乙
隊
に
属
し
て
皆
野
村
に
進

み
、
親
鼻
の
渡
し
場
を
守
備
す
る
が
、
四

日
に
は
本
野
上
か
ら
出
牛
峠
を
越
え
て
児

玉
に
向
か
い
、
深
夜
に
金
屋
で
東
京
鎮
台

兵
と
銃
撃
戦
を
交
え
る
。
駅
蔵
は
そ
の
時

の
状
況
を
訊
問
調
書
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。 

 

「
味
方
が
一
発
撃
つ
う
ち
、
敵
の
弾
丸

二
十
発
も
飛
ん
で
く
る
に
付
き
進
み
か
ね

て
い
る
と
、
敵
の
弾
丸
先
に
進
め
勧
め
と

指
揮
し
た
る
隊
長
分
に
当
た
り
た
ち
ま
ち

人
家
の
戸
の
傍
に
倒
れ
た
る
」 

 

銃
撃
戦
は
約
一
時
間
で
終
わ
り
、
そ
の

後
白
兵
戦
と
な
っ
た
。
困
民
党
側
は
六
名

が
戦
死
、
そ
の
後
仮
病
院
で
六
名
が
亡
く

な
っ
た
。
駅
蔵
は
逃
走
し
、
五
日
朝
自
宅
に

帰
り
、
一
三
日
自
首
。 

 

明
治
一
八
年
一
月
、
浦
和
重
罪
裁
判

所
は
駅
蔵
に
軽
懲
役
六
年
六
か
月
の
判
決

を
言
い
渡
し
た
。
二
年
後
の
一
二
月
二
四

日
、
浦
和
監
獄
で
獄
死
。
享
年
四
九
歳
だ

っ
た
。 

 

高
岸
家
の
墓
碑
の
墓
誌
に
は
駅
蔵
の
息

子
の
代
か
ら
の
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、
駅
蔵

の
名
は
な
い
。
駅
蔵
の
遺
骨
は
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
の
更
生
園
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。 

 【
交
通
】西
武
秩
父
駅
よ
り
吉
田
元
気
村

行
き
バ
ス
で
万
年
橋
下
車 

           

       

 

       

 

 

 

Ｑ 

伊
藤
千
代
子
達
が
逮
捕
さ
れ
た

「
３
・
15
事
件
」
を
詳
し
く
知
り
た
い
の

で
す
が
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ 

戦
前
の
絶
対
的
天
皇
制
政
府
は
、

一
九
二
五
年
、
天
皇
制
と
資
本
主
義

制
度
に
批
判
的
な
す
べ
て
の
思
想
と
運

動
を「
犯
罪
」
視
す
る
治
安
維
持
法
を

普
通
選
挙
法
と
抱
き
合
わ
せ
て
制
定

し
た
。
そ
し
て
同
年
の
第
一
次
朝
鮮
共

産
党
事
件
を
皮
切
り
に
、
一
九
二
六

年
の
京
都
学
連
事
件
、
一
九
二
七
年
の

北
海
道
集
産
事
件
と
野
蛮
極
ま
り
な

い
弾
圧
を
行
い
ま
し
た
。 

当
時
、
天
皇
制
政
府
は
日
本
の
革
命

勢
力
を
抑
え
込
ん
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
九
二
八
年
二
月
二
〇

日
に
行
わ
れ
た
第
一
回
男
子
普
通
選

挙
で
、
猛
烈
な
選
挙
妨
害
に
も
拘
ら

ず
、
野
党
、
労
農
党
な
ど
無
産
政
党
が

四
九
万
票
（
四
・
七
％
）
を
得
票
八
人
が

当
選
。
そ
の
内
、
京
都
で
は
、
労
農
党
の

山
本
宣
治
と
水
谷
長
三
郎
の
二
人
が

当
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
選
挙
の
中

で
、
演
説
会
の
聴
衆
に
向
か
っ
て
日
本

共
産
党
の
ビ
ラ
が
公
然
と
撒
か
れ
ま
し 

 

ロ
シ
ア
の
侵
略
を
許
す
な
！  

ロ
シ
ア
大
使
館
前
で
抗
議
行
動 

 
〝
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
今
す
ぐ
中
止

せ
よ
！
〟
28
日
、
日
本
平
和
委
員
会
と
日

本
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯

委
員
会
の
呼
び
か
け
で
お
こ
な
わ
れ
た
ロ
シ
ア

大
使
館
前
で
の
抗
議
行
動
に
は
１
０
０
人
以

上
が
駆
け
付
け
、
次
々
と
マ
イ
ク
を
握
り
、

「
た
だ
ち
に
軍
事
行
動
を
止
め
、
撤
退
せ

よ
！
」
、「
国
連
憲
章
守
れ
！
」「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
手
を
引
け
！
」
な
ど
と
、
口
々
に

訴
え
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
女
性
は

「
家
族
は
キ
エ
フ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
隠
れ
て
い
る
。 

 

高
岸
駅
蔵
の
屋
敷
跡
は
秩
父
市
吉
田
石

間
中
郷
に
あ
り
、
そ
の
角
に
高
岸
家
の
墓

碑
が
あ
る
。
旧
石
間
小
学
校
の
プ
ー
ル
の

脇
を
登
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

駅
蔵
は
慶
応
年
間
に
石
間
村
名
主
を
務

め
、
明
治
五
年
か
ら
石
間
村
の
戸
長
と
な

っ
た
。
明
治
一
七
年
九
月
の
下
吉
田
村
井

上
の
山
林
集
会
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
困

民
党
の
活
動
に
加
わ
っ
て
い
く
。
一
〇
月
三

一
日
、
加
藤
織
平
か
ら
石
間
村
小
隊
長
を

申
し
付
け
ら
れ
、
承
認
し
た
（
田
代
栄
助
の

役
割
票
で
は
伝
令
師
と
な
っ
て
い
る
が
）
。

一
一
月
一
日
、
加
藤
織
平
宅
に
集
合
し

て
、
一
〇
〇
余
名
と
と
も
に
椋
神
社
に
向

か
っ
た
。
そ
の
夜
、
二
〇
数
名
と
太
田
部
村

の
村
民
駆
り
出
し
を
行
い
、
小
鹿
野
町
を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
  

 

 

 

 

す
る
学
生
に
も
出
会
い
ま
し
た
。 

他
方
、
食
料
支
援
活
動
は
、
青
年
・
学
生
と
の
対
話
の
機
会

を
飛
躍
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
青
年
・
学
生
の
困
難
の
根

本
に
あ
る
政
治
の
問
題
、
格
差
拡
大
や
気
候
危
機
な
ど
資
本

主
義
の
限
界
に
つ
い
て
、
解
決
の
た
め
に
学
び
、
行
動
す
る
民
青

へ
の
共
感
・
加
盟
が
相
次
ぎ
、
昨
年
民
青
は
、
１
９
年
ぶ
り
に
現

勢
で
前
進
し
ま
し
た
。
埼
玉
で
は
、
そ
の
流
れ
が
強
ま
り
、
２
月

の
大
学
入
試
新
歓
で
２
１
世
紀
に
入
り
最
も
多
く
の
受
験
生

が
加
盟
し
て
い
ま
す
。 

今
の
政
治
・
社
会
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
青
年
・
学
生
が
、
そ

れ
を
変
え
る
主
体
で
も
あ
る
こ
と
を
強
く
実
感
し
、
は
じ
ま
っ

た
前
進
を
加
速
さ
せ
る
決
意
で
す
。 

                       

私も 
一言 

第
６
回

高
岸
家
の
墓
碑 

 
 

 
 

 

篠
田 

健
一 

 

秩父事件 
墓碑探訪 

 

青
年
、
学
生
の
苦
難
軽
減
に
取
り
組
み
、 

学
び
、
行
動
す
る
民
青
へ
の
共
感
広
が
り 

前
進 

 
 
    

 
 

民
主
青
年
同
盟
埼
玉
県
委
員
長 

小
山 

森
也 

 
 
 
 

 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
と
言

え
ば
、
小
林
多
喜
二
が
有
名

で
す
。
小
林
多
喜
二
の
小
説
の

題
名
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
」 

は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
大
規
模
な
弾
圧

が
行
わ
れ
た
日
で
す
▼
こ
の
中
に
、
二
十

二
歳
の
伊
藤
千
代
子
が
い
ま
し
た
。
千
代

子
は
、
拘
禁
生
活
の
中
で
、
精
神
的
病
に

な
り
翌
年
九
月
二
十
四
日
に
二
十
四
歳

の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
知
っ

た
、
千
代
子
が
諏
訪
高
等
女
学
校
在
校

中
に
教
師
を
務
め
た
土
屋
文
明
は
、
千
代

子
の
死
か
ら
六
年
後
の
一
九
三
五
年
に

「
某
日
某
学
園
に
て
」
六
首
を
詠
み
ま
し
た

▼
そ
れ
が
戦
後
、
ア
ラ
ラ
ギ
の
流
れ
を
く

む
人
や
心
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
蘇
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
が「
こ
こ
ろ
ざ
し
つ
つ
た
ふ
れ

し
少
女
よ 

新
し
き
光
の
中
に
お
き
て
お

も
は
む
」
。
も
う
一
つ
が
、「
高
き
世
を
た

だ
め
ざ
す
少
女
等
こ
こ
に
見
れ
ば 

伊
藤

千
代
子
が
こ
と
ぞ
か
な
し
き
」
と
実
名
入

り
で
す
▼
そ
の
伊
藤
千
代
子
が
、
今
度
は

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も‐

伊
藤
千
代

子
の
生
涯
」
に
な
っ
て
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。

是
非
、
多
く
の
方
に
見
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
治
）   

 

経
て
大
宮
郷
に
入
る
。
こ
こ
で
は
田
代
栄

助
ら
が
い
る
秩
父
郡
役
所
を
警
備
。 

 

三
日
、
乙
隊
に
属
し
て
皆
野
村
に
進

み
、
親
鼻
の
渡
し
場
を
守
備
す
る
が
、
四

日
に
は
本
野
上
か
ら
出
牛
峠
を
越
え
て
児

玉
に
向
か
い
、
深
夜
に
金
屋
で
東
京
鎮
台

兵
と
銃
撃
戦
を
交
え
る
。
駅
蔵
は
そ
の
時

の
状
況
を
訊
問
調
書
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。 

 

「
味
方
が
一
発
撃
つ
う
ち
、
敵
の
弾
丸

二
十
発
も
飛
ん
で
く
る
に
付
き
進
み
か
ね

て
い
る
と
、
敵
の
弾
丸
先
に
進
め
勧
め
と

指
揮
し
た
る
隊
長
分
に
当
た
り
た
ち
ま
ち

人
家
の
戸
の
傍
に
倒
れ
た
る
」 

 

銃
撃
戦
は
約
一
時
間
で
終
わ
り
、
そ
の

後
白
兵
戦
と
な
っ
た
。
困
民
党
側
は
六
名

が
戦
死
、
そ
の
後
仮
病
院
で
六
名
が
亡
く

な
っ
た
。
駅
蔵
は
逃
走
し
、
五
日
朝
自
宅
に

帰
り
、
一
三
日
自
首
。 

 

明
治
一
八
年
一
月
、
浦
和
重
罪
裁
判

所
は
駅
蔵
に
軽
懲
役
六
年
六
ヶ
月
の
判
決

を
言
い
渡
し
た
。
二
年
後
の
一
二
月
二
四

日
、
浦
和
監
獄
で
獄
死
。
享
年
四
九
歳
だ

っ
た
。 

 

高
岸
家
の
墓
碑
の
墓
誌
に
は
駅
蔵
の
息

子
の
代
か
ら
の
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、
駅
蔵

の
名
は
な
い
。
駅
蔵
の
遺
骨
は
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
の
更
生
園
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。 

 【
交
通
】西
武
秩
父
駅
よ
り
吉
田
元
気
村

行
き
バ
ス
で
万
年
橋
下
車 

  

 

た
。
こ
の
よ
う
に
、
総
選
挙
を
通
じ
て
国

民
の
前
に
そ
の
存
在
を
あ
ら
わ
し
た
日

本
共
産
党
の
前
進
を
怖
れ
た
天
皇
制
政

府
は
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
三
月

十
五
日
の
未
明
、
全
国
一
斉
（ 

一
道
三

府
二
七
県
）
に
、
日
本
共
産
党
へ
の
大
弾

圧
を
く
わ
え
、
野
坂
参
三
、
志
賀
義

雄
、
杉
浦
啓
一
、
河
田
賢
治
、
水
野
成

夫
、
唐
沢
清
八
、
春
日
正
一
、
佐
野
文

雄
ら
幹
部
を
は
じ
め
、
伊
藤
千
代
子
な

ど
女
性
活
動
家
等
千
六
百
人
に
お
よ
ぶ

共
産
党
員
と
党
支
持
者
を
検
挙
し
、
野

蛮
な
拷
問
を
加
え
た
の
で
す
。
こ
れ
が
、

「
３
・
15
事
件
」
で
す
。 

検
挙
さ
れ
た
者
へ
の
拷
問
は
、
残
酷
き

わ
ま
る
も
の
で
、
中
世
の
宗
教
裁
判
に
も

お
と
ら
な
い
暴
虐
が
繰
り
返
さ
れ
、
多

く
の
党
員
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。
小
林
多

喜
二
は
、
直
ぐ
に
、
小
説
「
一
九
二
八
年

三
月
十
五
日
」
を
書
き
、「
３
・
15
事
件
」

の
非
道
な
拷
問
を
生
々
し
く
暴
露
、
告

発
し
ま
し
た
が
、
そ
の
多
喜
二
自
身
が
、

五
年
後
の
三
三
年
二
月
二
〇
日
に
ス
パ

イ
の
手
引
き
で
逮
捕
さ
れ
、
築
地
署
で

三
時
間
以
上
に
わ
た
る
残
虐
き
わ
め
た

拷
問
を
う
け
虐
殺
さ
れ
ま
し
た
。 

「
国
賠
同
盟
」
の
創
立
は
、「
３
・
15
事

件
」
の
四
〇
周
年
に
あ
た
る
一
九
六
八

年
（昭
和
四
三
）
三
月
一
五
日
で
し
た
。 

  

 

 

 

昨
年
末
に
民
青
県
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。 

今
、
青
年
・
学
生
の
抱
え
る
困
難
・
生
き
づ
ら
さ
は
深

刻
で
す
。
新
自
由
主
義
の
も
と
、
劣
悪
な
雇
用
・
労
働
条

件
、
学
費
負
担
、
自
己
責
任
論
が
強
め
ら
れ
、
そ
こ
に
コ
ロ

ナ
危
機
が
直
撃
し
ま
し
た
。 

民
青
は
、
学
生
の
苦
難
軽
減
と
実
態
を
つ
か
む
た
め
、

食
料
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
生
活
費
や
学
費
を
バ
イ

ト
で
賄
う
学
生
は
、
バ
イ
ト
の
シ
フ
ト
を
減
ら
さ
れ
、
親
の

支
え
が
あ
る
学
生
も
、
親
の
収
入
減
の
影
響
を
受
け
る
な

ど
、
広
範
な
学
生
の
状
態
の
悪
化
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
食
費
を
削
り
体
重
を
落
と
す
学
生
、
光
熱
費
節
約
の

た
め
冷
暖
房
を
我
慢
す
る
学
生
、
退
学
の
危
機
に
直
面 

 

プ
ー
チ
ン
よ
、
こ
れ
以
上
人
を
殺
す
な
」

と
訴
え
、「
み
な
さ
ん
の
支
援
に
感
謝
し

ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
頑
張
り
た
い
」と
語
り

ま
し
た
。 

 

埼
玉
か
ら「
同
盟
」
の
二
橋
常
任
理
事

が
、
埼
玉
平
和
委
員
会
代
表
と
し
て
マ

イ
ク
を
握
り
、「
人
間
は
戦
争
を
止
め
る

努
力
を
営
々
と
行
っ
て
き
た
。
21
世
紀

は
平
和
の
世
紀
へ
移
っ
て
い
く
と
期
待
さ

れ
て
い
た
の
に
、
今
こ
の
瞬
間
、
大
国
が

再
び
力
に
よ
っ
て
他
国
を
侵
略
す
る
。

絶
対
に
許
さ
な
い
」
と
怒
り
を
込
め
て

訴
え
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 




